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【ＲＥＩＴ中間決算短信様式・作成要領】 
 

□ ＲＥＩＴ中間決算短信様式 

・ 開示事項の構成 

・ サマリー情報様式 

□ ＲＥＩＴ中間決算短信の開示事項及び開示・記載上の注意 

 

□ ＲＥＩＴ中間決算短信様式 
 

・ 開示事項の構成 
 

※ 下線を付した開示事項は重要性等に応じて開示・記載を省略できるものです。詳細は、開示・記載上の

注意をご覧ください。 
 

 

Ⅰ サマリー情報（定型様式） 

１．運用、資産の状況 

（１）運用状況 

（２）財政状態 

（３）キャッシュ・フローの状況 

２．運用状況の予想 

※その他 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（２）発行済投資口の総口数 

  ※特記事項 

 

Ⅱ 定性的情報・財務諸表等 

１．運用状況 

（１）運用状況 

（２）投資リスク 

（３）継続企業の前提に関する重要事象等 

２．財務諸表 

（１）中間貸借対照表 

（２）中間損益計算書 

（３）中間投資主資本等変動計算書 

（４）中間キャッシュ・フロー計算書 

（５）継続企業の前提に関する注記 

（６）重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（７）会計方針の変更に関する注記 

（８）会計上の見積りの変更に関する注記 

（９）過去の誤謬の修正再表示に関する注記 

（10）中間財務諸表に関する注記事項 

ａ 中間貸借対照表 

ｂ 中間損益計算書 

ｃ 中間投資主資本等変動計算書 

ｄ 中間キャッシュ・フロー計算書 

ｅ リース取引 

ｆ 金融商品 

ｇ 有価証券 

ｈ デリバティブ取引 

ｉ 資産除去債務 

ｊ 賃貸等不動産 

ｋ １口当たり情報 

ｌ 重要な後発事象 

（11）発行済投資口の総口数の増減 

３．参考情報 

（１）運用資産等の価格に関する情報 

（２）資本的支出の状況 

４．その他 
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・ サマリー情報様式 

 

****年**月期 中間決算短信（REIT） 

****年**月**日 

不動産投資信託証券発行者名 ○○○○投資法人 上場取引所  

コ ー ド 番 号 ＊＊＊＊ Ｕ Ｒ Ｌ http:// 

代 表 者 （ 役 職 名 ） ○○ ○○ （ 氏 名 ） ○○ ○○ 
  

資 産 運 用 会 社 名 ○○○○株式会社 

代 表 者 （ 役 職 名 ） ○○ ○○ （ 氏 名 ） ○○ ○○ 

問 合 せ 先 責 任 者 （ 役 職 名 ） ○○ ○○ （ 氏 名 ） ○○ ○○ 

 Ｔ Ｅ Ｌ **(****)**** 
  

半 期 報 告 書 提 出 予 定 日 ****年**月**日 
  

中間決算補足説明資料作成の有無 ： 有 ・ 無  

中 間 決 算 説 明 会 開 催 の 有 無 ： 有 ・ 無 （○○○向け） 

（百万円未満切捨て） 

１． ****年**月期中間期の運用、資産の状況（****年**月**日～****年**月**日） 

（１） 運用状況 （％表示は通期は対前期、対前年中間期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

****年**月中間期         
****年**月中間期         

****年**月期         

           
 1 口当たり 

中間（当期）純利益 
 円 

****年**月中間期  
****年**月中間期  

****年**月期  
  
  

（２） 財政状態     

 総資産 純資産 自己資本比率 1 口当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 

****年**月中間期     
****年**月中間期     

****年**月期     
  
  

（３） キャッシュ・フローの状況    
 営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

****年**月中間期     
****年**月中間期     

****年**月期     
 
  

２． ****年**月期の運用状況の予想（****年**月**日～****年**月**日） 
（％表示は対前期増減率） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 口当たり分配金 

（利益超過分配金は含まない） 

1 口当たり 

利益超過分配金 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 円 

****年**月期           

（参考） 1 口当たり予想当期純利益（****年**月期）       円 
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※ その他 

（１） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 ・ 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 有 ・ 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 有 ・ 無 

④ 修正再表示 ： 有 ・ 無 
 

[（注） 詳細は、○ページ「会計方針の変更に関する注記」、○ページ「会計上の見積りの変更に関する注記」、○ページ「過去の誤謬の修正
再表示に関する注記」をご覧ください。] 

  

（２） 発行済投資口の総口数 

① 期末発行済投資口の総口数（自己投資口を含む） 

****年**月中間期  口 ****年**月中間期  口 ****年**月期  口 
 

② 期末自己投資口数 

****年**月中間期  口 ****年**月中間期  口 ****年**月期  口 
 

（注） １口当たり中間（当期）純利益の算定の基礎となる投資口数については、○ページ「１口当たり情報」をご覧ください。 
  

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です。 

 

 

※ 特記事項 

 

 

（［ ］内は、一定の場合に省略することができます。） 
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１．運用状況 

（１）運用状況 

（当中間期の概況） 

 

（下期の見通し） 

 

（２）投資リスク 

 

（３）継続企業の前提に関する重要事象等 

 

 

２．財務諸表 

（１）中間貸借対照表 

 

（２）中間損益計算書 

 

（３）中間投資主資本等変動計算書 

 

（４）中間キャッシュ・フロー計算書 

 

（５）継続企業の前提に関する注記 

 

（６）重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

（７）会計方針の変更に関する注記 

 

（８）会計上の見積りの変更に関する注記 

 

（９）過去の誤謬の修正再表示に関する注記 

 

（10）中間財務諸表に関する注記事項 

 

（11）発行済投資口の総口数の増減 

 

 

３．参考情報 

（１）運用資産等の価格に関する情報 

 

（２）資本的支出の状況 

 

 

４．その他 

 

 

以 上 

 



東京証券取引所 上場不動産投資信託証券に関する情報の適時開示ガイドブック（投資法人・資産運用会社用）  
Copyright © 2024 Tokyo Stock Exchange, Inc. All rights reserved. 

132

□ ＲＥＩＴ中間決算短信の開示事項及び開示・記載上の注意 

 

【全般】 

開示事項・内容 開示・記載上の注意 

（作成様式） ・ 中間決算短信の「サマリー情報」（定型様式）及び「定性的情報・財務諸表等」は

Ａ４版で作成してください。 

（目次、ページ番号） ・ 中間決算短信（サマリー情報は除く。）には、利用者の利便性の向上の観点から、

目次、ページ番号を記載してください。 

（ヘッダーへの不動産投資信託

証券発行者名の記載等） 

・ 中間決算短信の各ページ（サマリー情報は除く。）右上部分に、「不動産投資信託

証券発行者名」、「４桁の銘柄コード（従来、証券コードとして取り扱われていたも

の）」、「○○○○年○○月期中間決算短信」を記載してください。 

 

［記載例］ 

  

○○○○投資法人（1234）○○○○年○○月期中間決算短信 

 

 

   

※ このほか、ヘッダー、フッター部分等に、自社のロゴマーク等を記載していただ

いても差し支えありません。 

 

Ⅰ サマリー情報（定型様式） 

開示事項・内容 開示・記載上の注意 

全般  

（単位、端数の処理） ・ １口当たり数値を除き、金額は、百万円単位とし、原則として百万円未満切捨て

としてください。ただし、百万円未満四捨五入でも差し支えありません。いずれの

場合も「１．○○○○年○○月中間期の運用、資産の状況」欄の上部右端にその旨

を記載してください。 

・ １口当たり指標や対前年中間期増減率等の計算の基礎となる数値は、端数処理を

行う前の数値を基礎として計算してください。 

・ 端数処理の方法は、有価証券報告書と端数処理方法を合わせるための変更など合

理的な理由がある場合を除き、原則として当期と前期を同一の方法としてくださ

い。 

・ 端数処理した結果、当該数値が「０」となる場合は、そのまま「０」と記載して

ください。端数処理する以前の数値が負の数（マイナス）である場合には、「△０」

と記載してください。 

・ 記載する財務数値及び財務指標については、記載すべき数値が「０」となる場合

（端数処理の結果、０となった場合を含みます。）には、そのまま「０」と記載して

ください。そもそも該当する数値が存在しない項目である場合には、「－」と記載し

てください。 

（ページ番号等の表示） ・ 中間決算短信の「サマリー情報」にページ番号、目次、ヘッダー情報を付す必要

はありません。 

（マイナスの数値の表示方法） ・ マイナスの場合は、数値の前に「△」を表示してください。 

表題等部分  

（表題） ・ 「○○○○年○○月期 中間決算短信（ＲＥＩＴ）」と記載してください。 

（半期報告書提出予定日） ・ 当期に係る半期報告書について、中間決算発表日現在における提出予定日を記載

してください。 

※ 決算発表日後に提出日の変更が行われた場合においても、変更した旨の開示は必

須ではありません。 

（中間決算補足説明資料作成の

有無） 

 

・ 決算補足説明資料（上場ＲＥＩＴの発行者等が決算短信以外に決算の内容を補

足・説明するために投資者に提供する資料をいい、書類、映像等の形式は問いませ

ん。）の作成有無（作成を予定している場合を含みます。）を記載してください。 

（中間決算説明会開催の有無） 

 

・ 決算に係る説明会（決算内容に係る説明を行い、参加者と説明時に質疑応答が可

能なものをいい、対面、電話、インターネット等の形式は問いません。）の開催有無

（開催を予定している場合を含みます。）を記載してください。 

※ 必要に応じて、説明会の対象者の種別を「決算説明会開催の有無」の右側に記載
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開示事項・内容 開示・記載上の注意 

してください。 

※ 中間決算の内容を投資者にわかりやすく伝達するため、中間決算説明会など投資

者に対する的確な説明機会を設けるなどの対応を行うことが望まれます（東証とし

て開催を強制するものではありません。）。 

１．○○○○年○○月中間期の運

用、資産の状況 

 

［全般］  

（当期・前期の順序） ・ 当中間期を上段に、前年中間期を下段に記載してください。 

（対前年中間期増減率） ・ 次の算式で計算した数値を記載してください（小数第一位未満を原則として四捨

五入）。 

        当中間期の数値   

    （ ―――――――――  －１）×１００ 

       前年中間期の数値  

・ 当中間期・前年中間期の一方若しくは両方がマイナスの場合又は対前年中間期増

減率が1000％以上となる場合は「－」と記載してください。 

（１）運用状況  

（全般）  

（１口当たり中間（当期）純利

益） 

・ 「一株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号）及び「一株当

たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号）に従

い算出してください（円未満を原則として切捨て）。 

・ 投資口の分割等を行った場合には、前期に係る投資口数は、前期の期首に投資口

の分割等が行われたと仮定して数値を算定し、記載したうえで、欄外に投資口の分

割等を行った旨を記載してください。 

（２）財政状態  

（総資産） ・ 当中間期末及び前年中間期末における中間貸借対照表上の「資産合計」の金額を

記載してください。 

（純資産） ・ 当中間期末及び前年中間期末における中間貸借対照表上の「純資産合計」の金額

を記載してください。 

（自己資本比率） ・ 次の算式で計算した数値を記載してください（小数第一位未満を原則として四捨

五入）。 

      中間期末自己資本    

    ―――――――――――― ×１００ 

      中間期末資産の部合計 

（１口当たり純資産） ・ 「一株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号）及び「一株当

たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号）に従

い算出してください（円未満を原則として切捨て）。 

・ 投資口の分割等を行った場合には、前期に係る投資口数は、前期の期首に投資口

の分割等が行われたと仮定して数値を算定し、記載したうえで、欄外に投資口の分

割等を行った旨を記載してください。 

２．△△△△年△△月期の運用状

況の予想 

 

（全般）  

－予想指標 ・ 営業収益、営業利益、経常利益、当期純利益、１口当たり分配金（利益超過分配

金は含まない）、１口当たり利益超過分配金の予想を開示してください。 

※ 開示する指標は上記指標に限定されるものではなく、各社の実態に応じて適切な

指標を追加することを妨げるものではありません（予想欄に入力しきれない場合

は、「サマリー情報」の次ページに欄を設けて記載してください。）。 

－予想期間 ・ 予想期間は、通期単位としてください。 

※ 通期の予想の開示に加えて、中間期の予想の開示を行うことを妨げるものではあ

りません。 

※ 通期が１年に満たない場合には、予想期間が合わせて１年以上とすることが望ま

しいと考えます。 

－予想数値に関する取扱い ・ 開示する運用状況の予想値は、原則として、特定の数値により開示してくださ

い。 

※ 運用状況の予想の前提等の変動リスク等により運用状況が大きく変動する可能性
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開示事項・内容 開示・記載上の注意 

がある場合は、予想の前提等の内容及びそれらの変動可能性の記載を充実してくだ

さい。また、そのうえで、特定の数値に代えて、レンジによる開示を行うことも考

えられます。 

（営業収益、営業利益、経常利

益、当期純利益） 

 

－対前期増減率 ・ 次の算式で計算した増減率を記載してください。 

     当期の予想値  

  （ ―――――――― －１）×１００ 

     前期の実績値        （小数第一位未満を原則として四捨五入） 

 

（分子又は分母の一方若しくは両方がマイナスの場合又は増減率が 1000％以上となる

場合は「－」と記載してください。） 

（１口当たり当期純利益） ・ 「一株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号）及び「一株当

たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号）に準

じて算出してください（円未満を原則として四捨五入）。 

・ 分母の期中平均投資口数を算定するにあたり、投資口の分割等による投資口数の

増加・減少が予定されている場合には、可能な範囲で当該増加・減少を反映させて

算定を行ってください。また、当該増加・減少を反映した期中平均投資口数の算定

上の根拠を「運用状況の予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」の欄に

記載してください。 

※ 投資口の分割等により、「１口当たり（予想）当期純利益」算出のための分母とな

る期中平均投資口数が変更となり、分子となる（予想）当期純利益が変わらないに

もかかわらず「1 口当たり（予想）当期純利益」が変更となる場合がありますが、

当該変更については、「運用状況の予想の修正等」として別途開示する必要はありま

せん。 

※その他  

（１）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示 

・ 当中間期における重要な会計方針の変更（財務諸表等規則第２１３条及び第２１

４条に掲げるものとして「重要な会計方針の変更」に記載されるもの及び計算規則

第６１条第２項に掲げるものとして「会計方針の変更」に記載されるもの）につい

て、「会計基準等の改正（会計基準及び法令の改正等）に伴う変更」の有無、「それ

以外の変更」の有無、「会計上の見積りの変更」の有無及び「過去の誤謬の修正再表

示」の有無を記載してください。 

・ 該当がある場合は、「有」を選択し、「詳細は、○ページ『会計方針の変更に関す

る注記』、○ページ『会計上の見積りの変更に関する注記』、○ページ『過去の誤謬

の修正再表示に関する注記』をご覧ください。」と注記し、参照するページを記載し

てください。 

・ 会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合は、「① 会

計基準等の改正に伴う会計方針の変更」及び「③ 会計上の見積りの変更」又は「② 

①以外の会計方針の変更」及び「③ 会計上の見積りの変更」を「有」としたうえ

で、欄外にその旨を記載してください。 

※ いずれも該当がない場合は、参照ページの記載は不要です。また、該当がある項

目のみ参照ページを記載してください。 

※ 早期適用が認められている会計基準について早期適用した場合は、当該年度にお

いて、「② ①以外の変更」について「有」を選択したうえで、参照するページ（「会

計方針の変更」など）を記載してください。 

（２）発行済投資口の総口数 ・ 当中間期、前年中間期及び前期の期末発行済投資口の総口数（自己投資口を含

む。）及び期末自己投資口数を記載してください。 

・ 「１口当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎となる投資口数については、○

ページ『１口当たり情報』をご覧ください。」と注記し、参照するページを記載して

ください。この注記に代えて、「１口当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎とな

る投資口数 ○○○○年○○月中間期 ○○口   ××××年××月中間期 ×

×口  ○○○○年○○月期 ○○口」と注記することもできます。 

※ 記載は１口単位で行ってください。 

※特記事項 

 

 


